平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 美術館資料収集管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
岐阜県美術館　総務部　管理調整担当　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
　
	事業費


　要求額：1,978千円（前年度予算額：1,978千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・岐阜県美術館に所蔵する美術作品の選定。
・収集した作品について、額縁の作成や購入した初期状態の写真の管理、作品の修復保存業務等の管理。

（１）収集委員会開催経費

　　　収集委員会は知事が招集し、５人で構成、任期は２年。

（２）その他の経費
　　　・作品収集の調査旅費

　　　・作品寄贈者、調査交渉先への謝礼、感謝状

　　　・収集作品の収蔵時の状態を精密な写真に撮影する委託業務

　　　・収集作品の額縁の作成
　　　・収集作品の修復保存
	２　所要経費


（１）収集委員会開催経費 　 110千円
（２）その他の経費　　　  1,868千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　・学校や地域の文化施設において、子どもたちが優れた地域の芸術文化や伝統文化

に触れる機会の充実を支援する
　　・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成する
　　

	２　これまでの取組状況


· 寄贈候補、購入候補作品等、作家、作品の調査を行い、その成果の一部について収集委員の承認を得て収蔵した。（H22:新収蔵作品383点）
· 平成22年度のミュージアムひだ廃止に伴い、同館所蔵品93件を管理替えにより受け入れた。
· 展示や作品輸送の際の作品保護のために、作品の状態調査や修復、既存額縁の調整などを行った。（H22:状態調査、修復、額縁調整など7点）

· 新収蔵作品を中心に作品の写真撮影を行い、所蔵品データの充実を図った。（H22：ポジフィルム撮影とデジタルデータ撮影9点）
	３　これまでの取組に対する評価


· 郷土関係作家、ルドン・コレクションなど、岐阜県美術館の美術品収集の内容には定評があり、所蔵品のみで構成する展覧会に対しても県内外から高い評価を受けている。
· 他の公立美術館との所蔵品交換展など、良質で特色あるコレクションの保有が前提となる展示活動を行っており、平成22年7月～8月には、富山県との所蔵品交換展「20世紀美術への招待状」展を開催した(出品点数：109点)。同時期に、富山県立近代美術館を会場として、岐阜県美術館所蔵品による「名画パレード」展が開催された(出品点数：113点)。また、愛知県美術館、三重県立美術館との三県立美術館協同企画として、平成16年から三館の所蔵品を使った企画展を開催している。

· 県立美術館の重要な使命のひとつでもある、未発掘を含む郷土関係作家の研究調査と作品や資料の収蔵につとめており、平成22年度は、岐阜の美術教育に尽力した昭和初期の水彩画家の作品と資料217点、日本画家川合玉堂などの作品71点、昭和から現代までの岐阜県ゆかりの版画家たちの作品58点等を収蔵した。これらの収蔵は、日頃の郷土作家調査研究の成果である。

· 作品の状態調査、修復、額縁作成､調整等は、作品保存に直結する業務であり、緊急度の高い作品を優先して、専門家と協議しながら慎重に進めている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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